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　　　　　　　
まごころだより　８月号　令和２年．８．１　
暑い日が続きますが、子どもたちは元気に夏のあそびを展開しています。水あそび・洗濯ごっこ・どろんこあそび・砂あそび・プールと活動したあとは、ぐっすりお昼寝です。今年も夏ならではの開放感を思う存分楽しみたいと思いますので、汚れても差し支えの無い服装での登園にご協力をお願い致します。

暑さのため体調がくずれ、夏バテにつながる季節です。夜いつまでも起きていたり、冷たい物を取りすぎたりしないように、健康保持に十分注意しましょう。
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(３歳未満児クラスのおしらせ

◎ひよこグループのうめ組２歳児さんは、名札の付け外し(安全ピン)を自分で頑張って挑戦しています。指先に力がついて指先までコントロールできるようにならないととても難しいことです。多少ひっぱったりして衣服を傷めたりすることも考えられます。その点を考慮の上、活動しやすい衣服で登園させてあげていただきますよう、よろしくお願い致します。

(３歳以上児クラスのおしらせ
◎運動会の練習が少しずつ始まります。運動しやすい靴で登園して下さい。
(質問ボックス
Ｑ１トイレトレーニングを始めたいけど、子どもがトイレを嫌がって困っています。こんな時どうしたらいいですか？・・・ニックネーム：みどりこちゃん（2歳児　ママ）
Ａ１子どもが、興味を持つまで待っていました。保育園でお友だちがしているのを見て、自然と出来るようになりました。慌てない慌てない！！・・・ニックネーム：ＳＳＳ（5歳児　ママ）
Ａ２トイレに子どもが好きなシールを貼りました。あと、ベタだけど、トイレに座れたら
シールを貼る。トイレトレーニング・シールで、検索すると、色んなシートが出てき
たので、それを使いました。・・・ニックネーム：みっちゃん餃子（4歳児　ママ）
☆今年度は、質問ボックスと題し、質問したいことと回答を保護者の方から集め、掲載して
いこうと思います。質問用紙、回答用紙はランダムに配布しますので、おたよりバサミに
入っていたときは、ご協力よろしくお願いします。(^-^)
まごころさん














(８月の保育目標


０歳児（さくら組）


☆一人一人の子どもの甘えなどの依存欲求を満たす。


☆姿勢を変えたり、移動したりして様々な身体活動を十分にする。


１歳児（もも組）


☆安全で活動しやすい環境の中で夏ならではの遊びを満足するまで楽しむ。


☆自分でしようとする気持ちを大切にしながら生活習慣が身につくようにする。


２歳児（うめ組）


☆保育者や友だちと一緒に夏の遊びを楽しむ。


☆身の回りの事を自分でしようとする気持ちを持って、生活習慣を身につける。


３歳児（ゆり組）


☆水遊び、石鹸遊びや泥遊びなど夏の遊びを十分に楽しむ。


☆水遊びや午睡の前後に脱いだ服をたたむ習慣をつける。


４歳児（きく組）


☆水遊びや石鹸遊びなど、夏ならではの遊びを楽しみ、全身で感触を味わう。


☆夏の自然事象に関心を持ち、感動や不思議さを経験する。


５歳児（ふじ組）


☆夏ならではの遊びを自分なりに試したり工夫したりして楽しむ。


☆夏の自然に親しみ、興味や関心を持つ。








８月のおまいりの目標


・自分のことは、なるべく自分でしようとする。


・お手伝いを進んでします。





幼保連携型認定こども園 上滝保育園TEL076-483-1043　076-460-2347(園からの連絡用)　　


FAX076-483-0968


URL　� HYPERLINK "http://kamidakihoikuen.jp" �http://kamidakihoikuen.jp�　　E-mail info@ kamidakihoikuen.jp








ご家庭でのお子さまとの過ごし方について　～　ほいくえんのしおりより～


1背中で見せよう　お子さまは、お父さん・お母さんのなにげない毎日の生活の仕方（行動や言葉）・考え方などを模倣しながら覚えていきます。大人はその場その場をおろそかにせず、望ましい姿であるよう心がけましょう。


2よく聴こう　話を聴いてもらった子どもは人の話もよく聴けるようになります。大人は子どもの話に耳を傾け、よい聴き手になって親子関係を深めましょう。


3挑戦させよう　お子さまを大事にする思いから、危険を回避してしまいがちですが、子どもの「やってみたい」という気持ちを大切にし、温かく見守る中で励まし、自主・自立への道を導きましょう。


4友だちを増やそう　子どもは、友だちとの共同生活や遊びを通して、相手の気持ちの分かる子に成長していきます。お友達を大切にし、保育園に通うお友だちでなく、地域の子どもたちとも触れ合う機会を多く持ちましょう。


5笑顔で過ごそう　朝のお子様の状態が、一日の保育園生活に強く影響します。ご家族は心を合わせ、笑顔で朝を過ごしてあげましょう。








